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2008年 7月 16日（水）例会プログラム            表紙 花の説明 

点鐘     

ロータリーソング 

ビジター紹介 

出席報告 

ＳＡＡ報告 

諸報告 

幹事報告 

２００８－０９年度 事業計画発表 

   各委員会委員長 

 
 

例会報告   Vol.４６  No.２（No.2163）  ７月９日（水）曇り   (司会北村英明委員長） 

本例会での主な事項 

◇会長挨拶 秋田政夫会長   ◇２００８－０９年度 事業計画発表 各委員会 

   

 

ビ ジ タ ー 

 米山奨学生 洪 シウォンさん 

 

幹 事 報 告  （染谷正美幹事） 

週報受理クラブ 藤代ＲＣ、石岡８７ＲＣ 

例会変更クラブ なし 

 

会 長 挨 拶  秋田政夫会長 

皆さん、こんにちは。米山奨学生の 洪 シウォンさん、ようこそいらっしゃい

ました。会員一同心より歓迎申し上げます。 

７月２日に行われました理事・役員会の報告を致します。 

１.定款第６条による休会・・・・８月１３日（水）  

納涼会振替休会・・・・９月３日（水） 

２.納涼会・・・９月６日（土） 詳細は後日親睦活動委員会より皆様へ 

３.ツウンバ派遣学生について・・・３名の派遣 

４.職業分類委員会より  産業廃棄物処理業の分類追加・・古矢 満会員 

以上承認されました。 

 

日本にて今回5回目開催になります洞爺湖サミットについて感じていることをお話します。 

日本文化の一つでもある、七夕の日に開会した北海道洞爺湖サミットは 3 日間、世界共通問題を解決すべく

願いの中で、本日最終日を迎えています。主要 8 カ国プラス招待国を含めて史上最大規模といわれる 22 カ

国の首脳が出席しています。今回のサミットは世界の貧困や地球環境をめぐる問題が主要テーマであり、本

年度ＲＩの強調事項になっています奉仕活動、貧困と飢餓、保健衛生、識字率向上に関連するものが多く含
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まれています。特にサミット開催前の日米首脳会議では発展途上国々、アフリカ支援についてのポリオ根絶、

蚊帳の普及によるマラリア死亡率削減に取り組むことが合意に至りました。 

その他の援助活動としては、 

（１）医師、看護士、などの保健従事者数がアフリカにおいて150万人不足していることへの対策。 

（２）妊産婦、乳幼児の死亡率を削減することへの対策。 

（３）安全な飲料水の確保、及び取り組み強化策。 

（４）食糧価格の高騰を抑え、2歳未満の乳幼児の栄養改善に取組むこと。 

以上のことが協議されています。また、世界共通課題となっています地球環境問題、温出効果ガス削減につ

いては先進国と新興国との経済確執があり、たいへん難しい大きな問題となっています。今後、企業と共に

個人としても削減問題には国際協力への理解が必要となってくることでしょう。また、特にロータリー活動にお

ける地区新世代奉仕委員会主催の過去のライラセミナーにおいても水問題を含めた自然環境の保全につい

ては度々、研修テーマになっています。職業奉仕、社会奉仕、国際奉仕と共にこれからのロータリー奉仕活

動にとってあるいは、次世代の為のたいへん含みのあるサミット会議ではないかなと感じています。 
 

２００８－０９年度事業計画 

会員組織委員会 島田 勝副委員長 

会員組織委員会は、会員増強、職業分類、Ｒ情報、広報委員会の５委員会で構成されております。本年度の

目標は、 

１.会員増強と退会防止  ２.地域社会のＰＲの強化  ３.各委員会の連絡を密にし、魅力あるクラブ運営を行

う  ４.地域、会員にロータリーを正しく理解してもらう  以上四項目を掲げさせていただきました。 

当委員会としては、これらを実行していくために各委員会と毎月１回会合し、コミュニケーションを取りながら

活動していきます。 

当委員会は会長エレクトであり、会長を補佐する立場でありますの

で、今年度の会長テーマ「確かな絆で未来へ」を一致協力し、円滑

なクラブ運営を行いたいと思っております。 

 

会員増強委員会 島田 勝委員長 

会員増強はロータリーの最重要テーマであり、ロータリアン個々の

課題でもあります。 

本年度の李 東建ＲＩ会長は純増１名を基本的な目標とし、その上

で各クラブ１０％の増強を推奨目標とされました。また、地区では運

営方針の一つに魅力あるクラブ作りに邁進しようと述べられ、魅力

あるクラブ作りは会員増強と退会防止にも繋がる事であり、地区では純増１名以上を目標とされました。また、

委員会の手引きの中で役割と責務について、ロータリークラブが効果的に機能するためには会員が必要で

あり、地域社会に奉仕し、ロータリー財団を支援し、クラブレベルを超えて、ロータリーに奉仕できる指導者を

育成するための、クラブの能力は、クラブの会員基盤の充実度とその規模に直接関係しているとも述べられ

ています。 

そこで、これらを考慮し、次の項目を掲げ活動をしていきたいと思います。 

１. 職業分類委員会、会員選考委員会と連絡を密にしながら、当クラブの充填・未充填を職業分類表で検討

し、会員候補者を理事会に推薦する。 

２. 地区の数値目標である純増１名以上、そしてクラブ目標の５１名会員、更にＲＩ会長の推奨目標である  

１０％をめざしていく。 

３. 現会員の退会防止も大変重要であり、そこで各委員会と話し合いをし、魅力あるクラブ作りに努める。 

４. 会員増強・拡大月間には会員の皆さんに、増強に対する意識を更に喚起していただくように卓話を計画
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する。また、引き続き会員増強提案箱を設置し、会員への協力をお願いする。 

 

広報委員会 草間春正副委員長 

広報については様々な方法がありますが、２００８－２００９年度の方針は、秋

田会長の今年度の方針に従って次の目的をもって進めて行きたいと思いま

す。 

１. 地域社会へのＰＲ 

２. 公共へのイメージアップ 

３. 公共機関への週報の配布（役所・学校・地域団体・各種報道機関） 

以上を目標に努力してまいります。 

 

 

 

職業分類委員会 皆葉瑞男委員長 

職業分類委員会は、ここ数年職業分類に対する正会員の一般規定、ま

た分類からの正会員に対する人数制限が緩和され、同一職業分類によ

り５名、但し会員数が５１名以上のクラブでは、同一職業分類に属する正

会員がクラブ会員の１０パーセントより多くならなければよいと、規定に変

更があり、当クラブでも数年来職業分類表を検討、大幅な内容変更を実

施して参りました。 

今年度は一部見直し、また新会員が推薦され、該当の分類がなかった

場合には、速やかに委員会を開催、新たな分類を作成し理事会へ提出

していきたいと思います。また、会員増強、会員選考、両委員会と連携し、両委員会が行動しやすいよう未充

填の分類表も作成していきたいと思います。 

 

会員選考委員会 松坂興一委員長 

本委員会の職責は、会員の推薦による新入会員候補者を厳正且つ公

平に選考することであります。従いまして、増強或いは職業分類等関連

委員会との連携を密にして、新会員の増強に寄与すべものと考えており

ます。選考基準といたしましては、下記事項のもとに進めてまいりたいと

思っております。 

１. 例会に常に出席出きるや否か。 

２. 本人の人格や評判に非難の余地が無しや否や。 

３. 奉仕の精神或いは活動に関心が有るや否や。 

４. 職業上の評判もよく、財政的義務を果す事が出来るや否や。 

以上の条件に適合する事が望ましく、また将来地域にあって指導的役割を担うに相応しい若い世代の新会

員の増強を期待しております。 

 

Ｒ情報委員会 鈴木邦彦委員長 

当委員会は、会員へのロータリー情報の周知と、ロータリーの正しい理解

並びに退会防止に努めたいと考えています。各委員会と連携をはかり、次

の事を実施します。 

１. 例会で適時情報を伝達する。 

２. 新入会員には「入会のしおり」を配布し説明する。 

３. 入会５年未満と２５年以上の会員によるインフォーマルミーティングを



THE WEEKLY REPORT 

 5 

開催し、新旧会員間の情報交換を通じて、ロータリー活動の理解を互いに深める機会とする。 

４. 地区大会、ＩＭ等への出席を促す。 

 

クラブ管理運営委員会 松村仁寿委員長 

私たちは、ロータリークラブに色々と教えられ、多少なりとも成長させて

頂いております。そんなロータリークラブに感謝の気持ちを持って厳しく

もあり、また楽しくもある品格あるクラブ作りに努めていきたいと思ってお

ります。 

効果的なロータリークラブの管理運営には、共通の目標達成に向けて

会員やリソースを管理することが含まれます。地域社会に奉仕し、会員

の関心を維持し、クラブや地区、ひいては国際ロータリーのリーダーとし

て活躍できる会員を育成するためには、クラブが効率よく運営されてい

なければなりません。  

ロータリークラブの管理運営には、以下のような責務が含まれています。  

１. 例会やプログラムを計画し、組織する。  

２. クラブ会員間の親睦を促進する。  

３. クラブ会報やウェブサイトを通じて、会員に情報を提供する。  

４. 会費を徴収する。  

５. クラブ会員リストを常に更新して、国際ロータリーに報告する。  

６. 出席を記録・管理する。  

 

出席委員会 橋本忠昭委員長 

本クラブ例会の出席は、会員の義務でありクラブ内の活性化にとって大事な

活動に大きく影響するものと思われます。よって次の目標を掲げ、出席率の

向上を推進いたします。 

１. 出席しやすい環境づくり 

２. 他クラブへの積極的なメークアップ 

３. 大会などの積極的な出席の推進 

４. 連絡無しの欠席をなくする様務める 

５. 会員一人ひとりの出席率６０％以上を確実にする 

 

親睦活動委員会 倉持功典委員長 

親睦活動委員会は、山野井周一副委員長と登坂 寛会員、福谷正典会

員、古矢 満会員、鈴木勝久会員と私の６名で務めさせていただきま

す。 

本年度の事業といたしましては、 

１. 例会におきまして、お客様のご紹介や会員とご夫人のお誕生祝の

実施 

２. 納涼会の実施（９月） 

３. 忘年会の実施（１２月） 

４. 新年会の実施（１月） 

５. 観劇会の実施（３月） 

６. 親睦ゴルフ大会の実施（５月） 

このような事業を実施し、会員並びにご家族間の和を広げ、友好を深められるような楽しい企画を心がけて行

きたいと思います。一年間どうぞ宜しくお願い致します。 
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プログラム委員会 北村英明委員長 

私たちプログラム委員会は、クラブ管理運営委員会の一員として、会長のワ

ンポイントメッセージに沿って、例会の運営を行います。具体的には、ＲＩの強

調月間事項に基づくプログラム関連と、クラブ内卓話・外部卓話を中心に企

画、立案してまいります。 

会長・幹事と連絡を密にとり、ためになる例会、楽しい例会を企画・運営した

いと思います。クラブ内部卓話はもとより、外部卓話はメンバーの皆様のご推

薦の元に初めて実現されるものです。皆様からの一人でも多くのご紹介をお

願い申し上げます。 

 
 

出 席 報 告 （橋本忠昭委員長） 

会員総数 出席者数 欠席者数 賜暇 メーク 出 席 率 
５０名 ３７名 １３名 ０名 ７名 ８８．００％ 

 

ニコニコボックス（瀬戸隆海ＳＡＡ）                  入金計 ￥8,000   累計 ￥240,000  

まだ、２回目です。  染谷（正）会員 

今年も宜しくお願いします。  白井・五木田  各会員 

先々週、ニューヨークで会議があり、本場ブロードウェイでオペラ座の怪人を観て来ました。泣けました。 

石塚（利）会員 

やっとＳＡＡ２回目です。前回弁当が３つ足りませんでした。  瀬戸会員 
 

会 報 委 員 会   青 木 正 弘 委 員 長   須藤義定副委員長 

国際ロータリーの組織構成  

クラブ  

ロータリアンは、３２，０００以上のロータリークラブの会員であり、クラブは国際ロータリー（RI）の世界的連合体

に加盟しています。各クラブは、それぞれ独自に役員を選び、ロータリーの定款・細則の枠内においてかなり

の自治権を行使することができます。  

地区  

クラブは、約５３０のＲＩ地区に分けられ、約５０のクラブを指揮するＲＩ役員の地区ガバナーが各地区を統轄し

ます。また、ガバナー補佐や各種委員会を含む地区の管理機構がクラブを指導、支援します。  

RI 理事会  

１９名の理事からなるRI理事会は、ＲＩ会長と会長エレクトを含み、方針を設定するために四半期ごとに会合を

開きます。毎年選ばれる国際ロータリー会長は、その年度のテーマおよび強調事項を提示するのが伝統とな

っています。  

事務局  

国際ロータリーは、米国イリノイ州エバンストンに本部を置き、アルゼンチン、オーストラリア、ブラジル、インド、

日本、韓国、スイスに７つの国際事務局があります。イギリスのグレート・ブリテンおよびアイルランド内国際ロ

ータリー(RIBI)は、同地域のクラブと地区に奉仕業務を行っています。事務局の実質的な運営責任者は事務

総長です。事務総長は、世界中のロータリアンに支援業務を提供する６５０人の職員を率いています。  
 


